
この診断の目的

対　象　住　宅

このリーフレットを配布される方々へのお願いとご注意

①この診断法は、木造住宅の耐震診断・耐震改修を推進するため、専門家が扱う耐震診断法だけでなく、国民が簡単に扱える
診断法として開発されたもので、旧「わが家の耐震診断」よりもさらに簡略化し、一般の住宅の所有者、居住者向けに作成さ
れたものです。住宅の所有者等が、自ら診断することにより、耐震に関する意識の向上・耐震知識の習得ができるように配慮
されており、より専門的な診断へ繋げられるように作成されています。この診断により居住者等が住宅をどのように評価してい
るのか知ることができるので、専門的な診断者は、住宅の所有者等が不安に思っている点・理解を深めたい点を把握し、解説
してあげて下さい。
②このリーフレットは国土交通省住宅局の監修を得ています。評点の独自の増減、文章表現の変更など配布される方の任意な
改変は堅く禁止いたします。

　この耐震診断は、ご自宅の耐震性能の理解や耐震知識の習得を進めていただき、耐
震性の向上を図るための耐震改修に向けて、より専門的な診断を行う際の参考にして
いただくことを目的に作られました。お住まいになっている住宅について、住んでいる
方がご自身で住宅の耐震診断を行い、住宅のどのようなところに地震に対する強さ、弱
さのポイントがあるかなどがわかるようにできています。

　この診断の対象としている住宅は、1～2階建ての一戸建て木造住宅（在来軸組構法、
枠組壁工法〔ツーバイフォー工法〕）などで店舗・事務所等を併用する住宅を含みます。

■ 在来軸組構法の
　 構造図

本リーフレットの収録内容の無断複写・複製・転載等を禁じます。
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補強については次のような方法があります。専門家にご相談下さい。

こうした補強をするときは以下の点も併せて行います。

http://www.kenchiku-bosai.or.jp

木造住宅の補強方法いろいろ

a　玉石に束立てしただけの柱は、浮き上ったり踏みは
ずしたりして、建物が壊れることがあります。

b　鉄筋コンクリート造の布基礎を作りアンカーボルト
をつけて下さい。

玉石基礎などの場合は、鉄筋コンクリート
造の布基礎に替え、これに土台をアンカー
ボルトで締めつけます。

イ　特に、台所・浴室の近くや北側の土台まわりのように
湿りがちのところは早く腐ります。

ロ　土台を取替え、柱は根継ぎして金物で補強して下さい。
この場合、防腐（防蟻）措置を忘れてはなりません。

腐ったり、シロアリに食われた部材は取替
えます。

a　柱、はりだけでは地震の力に抵抗できません。
b　筋かいを入れるか、または、構造用合板（厚さ9mm

以上）を柱、土台、はり・胴差、間柱・胴縁に十分にく
ぎ打ちして下さい。

筋かいを入れたり、構造用合板を張って強
い壁を増やします。

a　開口部（ガラス戸など）が多いと地震に弱くなります。
b　開口部を減らし、筋かいや構造用合板で補強された

壁を増やして下さい。隅部を壁にすると一層効果的
となります。

壁の量を増やし、かつ、つりあいをよく配
置します。

イ　ほぞ差しだけの柱、はりの仕口は、ほぞが折れたり、
抜けたりして骨組がばらばらになりがちです。

ロ　はりの下端を羽子板ボルトで引き止め、抜け落ちな
いようにして下さい。

柱・はりの接合は金物等使って堅固にします。

イ　ほぞ差しや胴付け、またはくぎ止めだけの接合部は、
抜けたり、はずれたりします。

ロ　柱と土台は金物等で結びつけて下さい。筋かいと柱（ま
たは土台、はり）は、十分にくぎまたは専用の金物で
止めつけて下さい。

土台・柱・筋かいなどの接合ば金物等を使
って堅固にします。

基礎の補強

壁の補強

壁の配置

専門家による耐震診断をお考えの方、診断や工事について業者の営業を受
け、疑問や不安を感じられている方、その他ご相談はお住まいの市町村また
は、都道府県の建築行政担当部局にお問い合わせください。
建築防災協会のホームページには、相談窓口一覧や助成制度など耐震や防
災についていろいろな情報があります。




